
熊本地震への対応における
広域化の効果

第３回消防力の維持・強化のための消防体制の構築に関する検討会
（令和５年３月２７日）

熊本市消防局



熊本市消防局の紹介

○消防署所 1局6消防署15出張所2庁舎

○職員数 定数 810人（実数805人）

○消防予算 85億2,501万円（令和4年度予算）

○車両施設 ポンプ車（15台）
タンク車（11台）
救急車（31台）
梯子車（6台）
救助工作車（5台）
化学車（1台）
水槽車（1台）
特殊災害対応車（1台）
大型除染ｼｽﾃﾑ車（1台）
特別高度工作車（1台）
支援車Ⅰ型（1台）他

火災 213件
救急 43,679件（過去最高）

救助 318件

東経１３０度４２分・北緯３２度４８分
九州のほぼ中央に位置

概況（令和4年4月1日現在）

災害件数（令和4年中）

熊本県
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　まずは、本市の紹介をさせていただきます。
　日本の南・九州の、周りを６県に囲まれた熊本県の、ここが熊本市となります。

　これは、有明海の上空から撮影した写真です。
　写真手前が熊本港、市の中央を1級河川の白川が流れております。

　本市は、九州のほぼ中央に位置し、面積は、およそ３９０平方km、人口は約７４万人と、同時期に指定都市へ昇格した相模原市さんを若干超える規模となります。

　市の木はイチョウ、市の花は肥後ツバキ、市の鳥はシジュウカラです。



ｚ

旧高遊原南消防本部

熊本市消防局

旧高遊原南消防本部との広域化

広域化までのスケジュール

平成18年 県内の広域化の枠組みについて検討開始

平成20年 「熊本県消防広域化推進計画」策定
・４ブロックに分けて広域化を推進
・将来的には県一体制を目指す

平成21年 中央ブロック消防広域化協議会を設置
〔中央ブロックの４消防本部〕

①熊本市消防局 ②高遊原南消防本部
③上益城消防本部 ④宇城広域連合消防本部

平成24年 上益城消防本部・宇城広域連合消防本部が協議会離脱

※県内で唯一広域化が実現

（令和4年4月1日現在）

面積
（ｋ㎡） 人口 世帯数

熊本市 389.53 734,361 306,170

益城町 65.67 33,554 12,620

西原村 77.23 6,989 2,449

計 532.43 774,904 321,239

【各市町村の概況】
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【会長】熊本市長
【事務局長】熊本市消防局
※熊本市が中心となって資料作成や

シミュレーション等を実施

平成25年 「熊本県中央ブロック広域消防運営計画」を策定
・広域化の効果や広域化後の消防の円滑な運営の

確保に関する事項（全29項目）等 ⇒ 次ページ記載

平成26年 益城町及び西原村の常備消防事務を受託



１ 広域化の方式 １６ 任用

２ 広域化の期日 １７ 給料

３ 消防本部の位置 １８ 諸手当

４ 消防本部の名称 １９ 階級

５ 消防本部の組織 ２０ 教育、訓練、研修等

６ 消防本部の権限 ２１ 貸与物品

７ 部隊運用等 ２２ 消防施設計画

８ 消防指令センター ２３ 通信施設

９ 消防署の管轄区域 ２４ 経費負担方法

１０ 消防署等の配置 ２５ 財産の取扱い

１１ 消防署所の名称 ２６ 消防団との通常の連携

１２ 勤務形態 ２７ 消防団との災害時の連携

１３ 広域化後の定員 ２８ 防災・国民保護担当部局との連携

１４ 採用計画 ２９ 消防の組織及び運営

１５ 職員の配置

広域化後の消防の円滑な運営の確保に関する事項（全29項目）
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火災事案での出場計画（第１出場）

益城西原地区の消防体制
組織

署

長

指導課

益城西原署【30人】

西原出張所【11人】

予防班【3人】

警防課

副
署
長

総務班【2人】

【総務・予防部門】
本部機能統合により

規模縮小

【警防部門】
警防体制充実のため

規模拡大

49人体制（前年比▲4人）(平成26年4月1日現在）

活動部隊の変化

ポンプ車 １台
救助工作車 １台
救急車 ２台

計 ４台

【高遊原南消防署】

【西原出張所】
救急車 １台
（８時間体制）

ポンプ車 １台
救助工作車 １台
救急車 ２台

計 ４台

【益城西原消防署】

【西原出張所】
ポンプ車 １台
救急車 １台

計 ２台
（２４時間体制）

合計５台

広域化前（三交替） 広域化後（二交替）

合計６台

＜広域化後＞

指揮車 １台
ポンプ車 ４台
救助工作車 １台
救急車 １台
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＜広域化前＞

ポンプ車 １台
救助工作車 １台
救急車 １台

７台３台

※４階以上は梯子車追加



広域化の効果等

懸念事項 対応

・ 熊本市の車両や施設の整備費用等
に多額の費用を要するのでは？

・ 個別経費と共通経費に区分
⇒「経費負担の軽減」と「スケールメリットを

活かした施設整備」を両立

・ 消防に対する権限を失うため意見
要望が通らなくなるのでは？

・ 消防事務の管理・運営に係る必要な協議を行う
ため、各市町村の首長及び議長からなる消防運営
協議会を設置

 本部機能統合による再配置
旧高遊原南消防本部53名体制
⇒ 事務委託後の益城西原地区49名（▲4名）

 益城町、西原村からの負担金によるコスト削減（消防救
急デジタル無線や指令管制システムの整備費用等を含む）

 東区と益城町の境界付近における、相互出場による消防
体制の強化

広域化の効果

 本部機能統合による警防人員の拡充
 西原出張所の強化（救急車稼働時間の拡大（8時間⇒24時

間）とポンプ車の新規配備）
 益城町西部地域の部隊増強（10分到達エリア内）
 初動体制の強化

建物火災（3台 ⇒ 7台） 4階以上：8台

 相互出場（応援）体制の強化
 災害規模に応じた部隊の追加投入

 「119通報～出場時間」と「出場～現場到着時間」の短縮

 決算額 H25：5.9億円（広域化前）
R3：4.8億円（▲1.1億円）

Ⅰ 現場部隊の増強

Ⅲ 現場到着時間の短縮

Ⅱ 災害規模に応じた対応力強化

Ⅰ 余剰人員の再配置による機能強化

Ⅱ 負担金によるコスト削減

Ⅲ 境界付近における消防力強化

委託町村側 熊本市側

政令市消防本部として近隣市町村への
広域的な貢献

広域化に対する懸念事項

消防運営協議会

Ⅳ スケールメリットによるコスト削減
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旧高遊原南消防本部として熊本地震に対応した場合
（シミュレーション）

番号 指令時刻 種別 発生場所 出場車両 人数 出場車両 人数 待機者 通信員

1 21:29 救急 益城町 救急車 3人 救急車 3人 8人 1人

2

22:00 火災 益城町 ポンプ車×2
タンク車×4
指揮車
救助工作車
水槽車

30人 ポンプ車
タンク車

3人
3人

2人 1人

3

22:06 救助 益城町 救助工作車×2
タンク車
指揮車
救急車

16人 救助工作車 2人 0人 1人

4 22:14 救助 益城町 救助工作車 5人

5 22:19 救助 益城町 救助工作車×3 28人

※本来は５人で運用するべき車両

※4事案目以降は当番体制では
対応不可能

※非番対応には時間を要する
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【保有車両】
ポンプ自動車２台・水槽付ポンプ自動車１台・救助工作車１台・救急車３台（非常用車両を含む。）
【発生時刻】
４月14日 21時26分（夜間）※出張所は閉所
【警防人員】
当番人員12人（消火隊４人・救助隊４人・救急隊３人・通信指令担当１人）

広域化後（実際の対応） 広域化前（シミュレーション）

発災時刻： 4/14 21時26分（前震）

想定



熊本地震における益城町及び西原村での活動結果

 指揮隊や水槽車などの旧高遊原南消防本部には配備の
なかった車両についても、熊本市消防局全体の車両・部
隊を弾力的に運用することで、災害の状況に応じた必要
な対応をとることができた。

 益城町及び西原村からの１１９番通報は一括して熊本
市消防局指令センターで処理し、熊本市災害対策本部の
「消防局対策部」において情報を集約したことから、同
地域の被害状況の把握及び熊本市域からの消防隊の投入
などが迅速に行われた。

 熊本市域のみならず熊本市消防局管内である益城西原
地域でも広範囲に被災したが、熊本市消防局はその対応
に奔走しながら、４月１４日の発災から益城町及び西原
村で発生した実災害に対し、全て対応した。（但し、１
１９番通報に対するコールトリアージを実施するととも
に、司令管制長判断で事前に定められた規定出場より出
場台数を減じて対応した。）

平成２８年４月１４日の地震発災直後から、益城町役場の合同指揮本部に「消防前線指揮所」を設置し、熊本市消防局の
指揮隊を２４時間体制で配置（旧高遊原南消防本部では指揮隊の配備なし）。
※配置期間：４月１４日～１６日（熊本市消防局の各消防署指揮隊を輪番で配置）
■消防隊の現場投入の把握と調整
■役場、警察、自衛隊との情報の一元化
■熊本県消防相互応援隊（１１消防本部）の指揮

※期間：4/14 21時26分～5/14 8時00分
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件数 出動場所 出場隊数 出場人員

火災 1件

益城町･西原村から 4隊 13人

熊本市から 5隊 17人

（計） （9隊） （30人）

救急 423件
益城町･西原村から 309隊 927人

熊本市から 114隊 342人

（計） （423隊） （1,269人）

救助 56件

益城町･西原村から 28隊 142人

熊本市から 56隊 198人

（計） （84隊） （340人）

警戒 22件
益城町･西原村から 18隊 62人

熊本市から 6隊 19人

（計） （24隊） （81人）

現場指揮

災害発生状況 総括
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